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P８P８

令和３年７月16日発行

こども園
プール開き
　今年もプールの
季節が来ました。
　みんなとても楽
しそうです。
令和３年６月２４日撮影

ひ
ろ
の



議
長
あ
い
さ
つ
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６月
定例会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

　
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
を
６
月
10
日
か
ら
11

日
ま
で
の
会
期
で
開
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
っ
て
収
入
が
減
少
し
た
場
合

に
国
民
健
康
保
険
税
等
を
減
免
す
る
た
め
の
条
例

改
正
や
、
工
事
請
負
契
約
、
令
和
３
年
度
補
正
予

算
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
す
べ
て
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
議
員
が
意
見
書
の
提
出
を
発
議
し
、
討

論
の
末
、
否
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
８
人
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町

の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　東町仮置場の全体を原形復旧する工事の契約を可決しました。

　今後は産業団地として整備が進められます。

工事の名称　　　東町仮置場原形復旧工事

工事の場所　　　下北迫字東町地内

工　　　期　　　着工　令和３年６月12日

　　　　　　　　完成　令和４年６月10日

工事請負代金　　２億6400万円　　　　　

請　負　者　　　常磐開発・西本建設

                　　特定建設工事共同企業体

　硬質な岩盤の出現で道の駅として整備が出来なくなった土砂採取

区域の崩落防止や排水対策を行う工事の契約を可決しました。

　今後は防災エリアとして整備する方針が検討されています。

工事の名称　　　折木地区土砂採取区域災害対策工事

工事の場所　　　折木字正木内地内　他

工　　　期　　　着工　令和３年６月12日

　　　　　　　　完成　令和４年３月31日

工事請負代金　　１億7050万円　　　　　

請　負　者　　　田中・五社山

　　　　　  　　特定建設工事共同企業体

折木地区土砂採取区域災害対策工事

東町仮置場原形復旧工事

●議案第39号　 広野町議会議員及び広野町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例の制定について（改正された公職選挙法に基づき選挙カーなどの費用

を公費で負担する条例を制定）

●議案第40号　広野町子どもの権利条例の制定について

　　　　　　　　（子どもを支援するための基本理念を定める条例を制定）

●議案第41号　広野町税特別措置条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　（省令等の改正にともなう改正）

●議案第42号　 広野町復興産業集積区域における町税の特例に関する条例の一部を改正す

る条例（東日本大震災復興特別区域法等の改正に伴う改正）

●議案第43号　広野町手数料徴収条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　（ 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律の改正に伴う改正）

●議案第44号　広野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

　　　　　　　　（令和３年度の税率の変更及び軽減額の改定を行うための改正）
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定

例

会
　　　　　　　畑中 大子 議員

　　　　　　　県産品の評価と
　　　　　　　自然を守るべき

　海洋放出の方針決定後、県内で19の市町村が

反対あるいは慎重にという意見書を出していま

す。

　漁業ばかりでなく、農業、林業、販売業の方

は10年間地道な努力を続け、県産の商品は評価

が上がってきたところでしたが、すでに県産の

魚などの売り上げに影響が出ています。

　風評被害は国内の産業に大きなマイナスの影

響を与え、海洋放出は自然を壊すことになるの

で、賛同をお願いします。

　　　　　　　黒田 政徳 議員

　　　　　　　２年間で国の対応
　　　　　　　を見極めるべき

　私は海洋放出をするべきだとは思っておりま

せんが、海洋放出まで２年間の猶予がございま

す。

　この２年間で国が説明責任を果たし、風評被

害にしっかり対応する過程を見てからでも、意

見書を提出することはできます。

　現時点で提出する必要はないと思いますので

反対します。

トリチウム他の放射性核種を含む

汚染水の海洋放出方針の決定に強く

抗議し決定の撤回を求める意見書

　国が、福島第一原子力発電所のタンクに溜まっているトリチウムを含むＡＬＰＳ処理水の処分を海

洋放出で行う方針を示したことを受け、阿部憲一議員が国等への意見書の提出を発議しました。

　議会の意見として提出するか否かをめぐって討論が行われ、採決の結果、賛成２、反対７で否決し

ました。

新型コロナ被害 国保税等の減免を継続国保税等の減免を継続
　昨年度に制定された、生計維持者が新型コロナウイルス感染症により死亡したり、重篤な傷病を

負った場合や、収入が減少した場合に国民健康保険税や介護保険料を減免するための条例の改正を

可決し、令和３年度も国保税等の減免を継続することとなりました。

その他の可決議案 

討論の末　　　　で否決
賛成２
反対７

賛成 反対
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６

月

定

例

会

６月
補正

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計 ５億5445万円 61億0072万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 14万円 ８億1562万円

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 392万円 １億5623万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 750万円 ２億2029万円

介 護 保 険 特 別 会 計 72万円 ６億6401万円

合　　計 ５億6673万円 79億5687万円

主な内容 

　● ( 仮 称 ) 文 化 交 流 複 合 施 設 整 備 事 業 　 　 　　 ２億9920万円

　●移 住 ・ 定 住 促 進 事 業 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 １億1307万円

　●河川ハザードマップに基づく浸水シミュレーション作成事業　　　　 　　　2500万円

　●二 酸 化 炭 素 排 出 抑 制 対 策 事 業 　 　 　 　 　 　 　  　 　993万円

　●ア ル パ カ 飼 育 事 業 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　567万円

効
果
が
見
定
め
ら
れ
て
い
な
い

阿
部 

憲
一 

議
員

反対反対
討論討論

　
移
住
定
住
促
進
対
策
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
効

果
を
見
定
め
て
費
用
を
積

算
す
べ
き
で
す
。

　
結
果
が
出
な
い
場
合
を

想
定
し
て
お
ら
ず
、
こ
う

い
う
お
金
の
使
い
方
は
町

民
に
申
し
訳
が
立
た
な
い

た
め
反
対
し
ま
す
。

☜
質
疑
も
し
ま
し
た
。

一般会計大幅増額 ８対１で可決
　今回の補正は、一般会計に、旧幼稚園舎を(仮称)文化交流複合施設に

改装するための工事費や、駅東側で整備が進められている住宅地の販売

に向けた費用などが計上され５億円を超える大幅な増額となりました。

　多くの質疑を経て、賛成８、反対１で可決しました。

旧幼稚園舎
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６

月

定

例

会 税
の
還
流
を
は
か
り

　
効
果
的
な
予
算
措
置
を

　
６
月
定
例
会
の
質
疑
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
中
心
に
、
必
要
に
応
じ
た
費

用
の
算
定
や
、
効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
の
措
置
な
ど
、
議
員
が
様
々
な
意

見
を
出
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
東
町
仮
置
場
原
形
復
旧

工
事
の
受
注
者
に
つ
い
て
、

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
を
構
成
す
る
事
業
者
の

う
ち
、
1
社
は
町
内
に
事

業
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
町
内
事
業
者
を
育
成
し
、

税
金
の
還
流
を
図
る
観
点

か
ら
、
町
内
事
業
者
1
社

の
み
に
工
事
を
発
注
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す

か
。

　
移
住
定
住
促
進
対
策
費

約
１
億
１
０
０
０
万
円
の

う
ち
、
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
等
整
備
事
業
委
託
費

に
約
５
０
０
０
万
円
の
費

用
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
の
金
額
を
か

け
て
宣
伝
の
結
果
が
出
な

け
れ
ば
意
味
が
な
く
、
維

持
費
も
か
か
る
た
め
、
Ｐ

Ｒ
会
社
を
利
用
す
る
な
ど
、

他
の
方
法
を
検
討
す
る
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

　
町
内
の
事
業
者
で
特
定

建
設
業
許
可
を
受
け
て
い

る
の
は
2
社
の
み
で
あ
り
、

残
り
の
事
業
者
は
一
般
建

設
業
に
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
事
業
は
２
億
円

を
超
え
て
お
り
、
建
設
業

法
に
よ
り
一
般
建
設
業
は

4
千
万
円
を
超
え
る
下
請

け
を
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
、
工
事
の
規
模
か

ら
町
内
事
業
者
1
社
の
み

で
の
施
工
が
難
し
い
と
判

断
し
た
こ
と
か
ら
、
指
名

委
員
会
に
お
い
て
町
内
事

業
者
に
受
注
機
会
を
与
え

る
た
め
、
共
同
企
業
体
と

い
う
方
向
付
け
を
し
ま
し

た
。

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
つ

い
て
は
、
既
存
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
と
連
携
し
て
シ

ス
テ
ム
を
作
る
費
用
と

な
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
改
修
や
ア
プ
リ
、

応
援
サ
イ
ト
の
改
修
費
用

も
含
ん
で
い
ま
す
。

門
馬 

巧 

議
員

阿
部 

憲
一 

議
員

町
内
の
税
の
還
流
を
図
る
べ
き

費
用
対
効
果
を
担
保
せ
よ

林 

総
務
課
長

小
松 
復
興
企
画
課
長 

　二ツ沼総合公園でのアルパカの飼育を(株)広野町振興公社に委託
するとのことですが、人件費、餌代、消耗品費、顧問獣医費という
のはそれぞれいくらですか。
　人件費などで受託者に過度な負担を与えないように費用を算出し
ていますか。

　餌代として年間約140万円、人件費で約150万円、獣医費で約24万

円程度、その他が消耗品です。

　飼育業務と他の業務を兼務することで十分に対応可能であるとの

ことで、こちらの費用で賄えると判断しています。

黒田 政徳 議員

小松 復興企画課長

アルパカの飼育費は適正か

６月
定例会
質疑

サイクルセンターを飼育舎に改修
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員

会

報
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４
月
５
日
に
広
野
中
学

校
入
学
式
、
４
月
６
日
に

入
校
式
を
迎
え
た
Ｊ
Ｆ
Ａ

ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
の
生
徒

19
人
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
一
旦
帰
省
し

た
が
、
体
調
不
良
や
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
な
ど
に
な
ら
ず

に
過
ご
せ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
幸
い
に
打
撲
程
度
で
済

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
登
校
２
日
目
に
ア
カ

デ
ミ
ー
生
１
人
が
交
通
事

故
に
遭
い
、
事
故
が
あ
っ

た
場
所
の
交
通
状
況
な
ど

を
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
等
と
共
有
し
、
地
下
歩

道
等
の
場
所
は
自
転
車
を

降
り
る
な
ど
の
指
導
を

行
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
と
ア
カ
デ

ミ
ー
で
交
通
安
全
教
室
を

行
い
、
今
後
は
双
葉
警
察

署
に
よ
る
交
通
安
全
立
哨

や
、
教
職
員
に
対
し
て
の

交
通
安
全
教
室
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
と
の
回
答
で
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
町
民
に
も

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
声
か
け

を
す
べ
き
と
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　
第
１
期
整
備
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
駅
構

内
の
跨
線
橋
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
を
発

注
し
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　
産
業
団
地
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
企
業
や
学
術
研
究

機
関
の
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
ま
た
、
医
薬
品
開
発
に

係
る
連
携
協
力
に
お
い
て

研
究
対
象
と
な
る
ア
ル
パ

カ
の
飼
育
を(

株)

広
野
町

振
興
公
社
に
よ
り
、
二
ツ

沼
総
合
公
園
で
行
う
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ア
ル
パ
カ
の
飼
育
に
は

予
防
接
種
や
検
診
な
ど
を

行
う
た
め
に
獣
医
師
と
の

契
約
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
の
回
答
で
、
委
員
か

ら
は
飼
育
に
か
か
る
費
用

は
適
正
に
積
算
を
行
う
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

　
第
２
期
整
備
に
お
け
る

子
育
て
世
代
向
け
の
住
宅

地
開
発
に
つ
い
て
、
令
和

３
年
度
中
の
完
成
、
令
和

４
年
度
春
の
販
売
開
始
を

目
指
し
て
整
備
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、「
広
野
駅
東

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
住
宅
用
地

取
得
支
援
事
業
補
助
金
交

付
要
綱(

案)

」
が
示
さ
れ
、

震
災
以
前
に
広
野
町
に
居

住
し
て
い
た
方
も
交
付
の

対
象
と
な
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　
委
員
か
ら
、
人
に
よ
り

様
々
な
事
情
が
あ
り
、
そ

れ
に
対
応
す
る
た
め
に
町

長
が
個
別
に
判
断
を
で
き

る
よ
う
に
す
る
条
文
を
整

理
す
る
こ
と
、
補
助
金
の

返
還
額
に
つ
い
て
は
町
税

の
還
元
な
ど
も
計
算
し
て

検
討
す
る
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。

５月13日（木）
総務文教常任委員会
調査件名

●広野駅東側開発について

●ＪＦＡアカデミー福島への

　取り組みについて

Ｊ
総務文教

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島

生
徒
た
ち
の
様
子
は

広
総務文教

野
駅
東
側
開
発

医
薬
品
開
発
の
今
後
は

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

トレーニングに励むアカデミー生
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告 　
人
農
地
プ
ラ
ン
実
質
化

の
推
進
、
法
定
化
さ
れ
た

際
の
対
応
お
よ
び
農
地
集

積
率
の
向
上
を
目
指
す
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
浜
通
り
・
相
双
管
内

の
目
標
達
成
率
が
約
77
％

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

法
定
化
さ
れ
た
際
に
も
、

町
が
地
域
の
営
農
者
と
積

極
的
に
協
議
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
く
と
の
説
明
で

し
た
。

　
農
林
水
産
省
が
農
業
の

環
境
負
荷
軽
減
と
生
産
基

盤
強
化
を
目
的
と
し
て
正

式
に
決
定
し
た
「
み
ど
り

の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
事
業
を
継
続
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
付
加
価

値
の
あ
る
特
別
栽
培
米
や

有
機
栽
培
米
を
促
進
し
て

い
き
た
い
と
の
説
明
で
し

た
。

　
新
規
就
農
者
支
援
を
目

的
と
し
た
農
業
次
世
代
人

材
投
資
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
が
県
の
認
定
機
関
と
し

て
就
農
を
希
望
す
る
方
に

研
修
先
を
斡
旋
す
る
制
度

で
あ
り
、
町
に
費
用
負
担

は
な
く
、
現
在
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ひ
ろ
の
で
行
っ
て

い
る
研
修
内
容
は
、
水
稲

栽
培
の
一
連
の
作
業
を
２

年
間
通
し
て
行
う
も
の
で
、

水
稲
の
作
業
が
な
い
時
期

に
は
野
菜
作
り
な
ど
を
併

せ
て
学
ぶ
内
容
に
な
っ
て

い
る
と
の
説
明
で
し
た
。

　
農
産
物
加
工
施
設
の
利

活
用
に
つ
い
て
は
、
貸
し

出
し
た
実
績
は
な
く
、
今

後
は
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
広
報
活

動
を
実
施
し
な
が
ら
、
町

の
農
業
振
興
に
寄
与
す
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う

事
業
者
へ
の
貸
し
出
し
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

と
の
説
明
で
し
た
。

　
委
員
か
ら
、
税
の
還
流

を
図
る
た
め
に
県
の
圃
場

整
備
事
業
で
使
わ
れ
て
い

る
建
設
機
械
の
燃
料
を
町

内
事
業
者
で
補
給
し
て
も

ら
え
る
よ
う
県
に
要
望
す

る
こ
と
、
作
付
け
さ
れ
て

い
な
い
田
ん
ぼ
の
状
況
を

確
認
す
る
こ
と
な
ど
を
要

望
し
ま
し
た
。

農
産業厚生

林
業
の
振
興

農
地
集
積
へ
の
取
り
組
み
は

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

５月14日（金）
産業厚生常任委員会
調査件名

●農林業の振興について

苗が伸びてきた水田
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追
跡
レ
ポ
ー
ト

追跡追跡
レポートレポート

あの質問 どうなった？どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁
がその後どうなったのか、どう町政に反映させて
いるのか、対応を追跡しました。

一般質問は、公の場である議会で、町長
の考え方や町政の執行状況について説明
を求めたり、所信を問いただすものです。

令和２年９月定例会での一般質問

小磯 利雄 議員

　コロナウイルス感染症が収束していない中、イ

ンフルエンザの同時流行に備えて希望する町民全

員に予防接種を無料で行うべきではありませんか。

予防接種全町民に無料で実施を

　定期接種となっている高齢者等に対するイ

ンフルエンザワクチン約5000円の接種費用は、

これまで1000円の個人負担であったものを含

め全額公費負担とし、併せて、乳幼児から中

学３年生までの児童・生徒に対する接種費用

の全額を助成していきます。今年はコロナ対

策を講じ、高齢者等に対するインフルエンザ

ワクチン定期接種時期を早め、10月１日から

開始します。

高齢者と中学生以下の
予防接種を無料にします

門馬　巧門馬　巧　P ９　P ９
●行政の土地借上げについて●行政の土地借上げについて
●道の駅の今後について●道の駅の今後について

遠藤　浩遠藤　浩　P10　P10
●新型コロナワクチン接種について●新型コロナワクチン接種について
●小・中学生の教育格差について●小・中学生の教育格差について

門馬 まりえ門馬 まりえ　P11　P11
●広野町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計●広野町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計
画について画について

●町政の継続について●町政の継続について

北郷 伯弘北郷 伯弘　P12　P12
●タクシー利用料金助成状況について●タクシー利用料金助成状況について
●広野ＩＧＣＣ発電開始に向けて保安防災の安全●広野ＩＧＣＣ発電開始に向けて保安防災の安全
管理体制について管理体制について

畑中 大子畑中 大子　P13　P13
●●福島第一原発の汚染水海洋放出反対意見について福島第一原発の汚染水海洋放出反対意見について
●●折木下原地区への建設工事土砂の搬入について折木下原地区への建設工事土砂の搬入について
●給食調理施設の改善について●給食調理施設の改善について

小磯 利雄小磯 利雄　P14　P14
●災害時における初動対応について●災害時における初動対応について
●建設残土118万●建設残土118万㎥㎥受入れについて受入れについて
●町道整備について●町道整備について
●コロナ禍、行政・組織について●コロナ禍、行政・組織について

渡邉 正俊渡邉 正俊　P15　P15
●�(株)広野町振興公社の事業経営の現況と今後の●�(株)広野町振興公社の事業経営の現況と今後の
展望について展望について

●災害を想定した対応について●災害を想定した対応について

阿部 憲一阿部 憲一　P16　P16
●新型コロナへの対応について●新型コロナへの対応について
●汚染水の放出を許すのか●汚染水の放出を許すのか
●避難者への郵送物の不達について●避難者への郵送物の不達について

８人８人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　答弁のとおり令和２年度は高齢者等と乳幼

児から中学３年生までの児童・生徒に対し、

自己負担が無いように接種費用の助成等が行

われました。

　令和３年度は対象を全町民に拡大されました。

令和３年度は全町民に拡大されました
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一

般

質

問

門
も ん ま

馬　巧
たくみ

 議員

　
町
に
は
、
用
地
を
買
収

で
き
ず
借
地
の
ま
ま
建
設

し
た
公
共
施
設
等
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
税
収
減
少
や
財

政
悪
化
等
が
懸
念
さ
れ
、

少
し
ず
つ
で
も
買
収
が
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
す
が
、

令
和
３
年
度
の
借
地
の
件

数
、
総
面
積
、
総
額
、
お

よ
び
昭
和
か
ら
の
支
払
い

総
額
を
伺
い
ま
す
。

門
馬

　
借
地
の
件
数
は
、
町
全

体
で
27
件
で
す
。

　
総
面
積
は
、
約
１
万
８

３
１
９
㎡
で
す
。

　
借
地
料
の
総
額
は
、
令

和
３
年
度
に
お
け
る
当
初

予
算
額
で
約
５
４
３
万
円

で
す
。

　
昭
和
49
年
度
か
ら
の
支

払
い
総
額
は
、
１
億
５
２

０
４
万
円
で
す
。

町
長

公
共
施
設
敷
地

道
の
駅
構
想

借
地
料
の
支
払
い
金
額
は

町
長
／
年
間
約
５
４
３
万
円

　
防
災
拠
点
道
の
駅
の
構

想
は
、
４
つ
の
専
門
部
会

で
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
数
十
回

に
渡
り
協
議
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
毎
回
傍
聴
し
て
い
ま
し

た
が
、
町
民
選
出
の
委
員

が
、
近
隣
県
を
含
む
地
域

の
道
の
駅
で
黒
字
の
施
設

が
何
カ
所
あ
る
か
と
聞
い

た
際
に
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
方
が
40
数
カ
所
中
1

カ
所
も
な
い
と
の
回
答
が

あ
る
な
ど
、
と
て
も
望
ま

し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
結
果
的
に
整
備
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
、
ま
た
、
令

和
２
年
度
末
ま
で
に
要
し

た
費
用
を
伺
い
ま
す
。

門
馬

　
国
土
交
通
省
と
協
議
し
、

道
の
駅
の
整
備
は
休
止
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
災
害
対
策
工
事

を
進
め
、
事
業
規
模
を
縮

小
、
機
能
変
更
し
整
備
計

画
を
改
め
、
町
民
の
命
を

守
る
「
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
た
、
有

事
の
際
の
防
災
機
能
を
備

え
る
防
災
エ
リ
ア
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
末
ま
で
に

要
し
た
道
の
駅
整
備
事
業

の
総
費
用
額
は
、
用
地
・

補
償
費
１
億
６
１
０
０
万

円
、
調
査
・
測
量
・
設
計

委
託
費
２
億
４
５
０
０
万

円
、
工
事
費
２
億
２
２
０

０
万
円
で
合
計
６
億
２
８

０
０
万
円
で
す
。

町
長

今
後
の
進
め
方
は

町
長
／
防
災
エ
リ
ア
と
し
て
整
備

土砂採取区域
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一

般

質

問

遠
えんどう

藤　浩
ひろし

 議員

遠
藤

①
65
歳
以
上
の
方
々
の
接

種
が
開
始
さ
れ
、
今
後
は

基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
や
、

65
歳
未
満
の
方
々
の
接
種

も
始
ま
り
ま
す
が
、
65
歳

以
上
の
方
と
医
療
従
事
者

等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

を
伺
い
ま
す
。

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
電

子
予
約
シ
ス
テ
ム
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
電
話
が
繋
が

ら
ず
非
常
に
苦
労
し
た
と

の
話
を
多
く
聞
い
て
い
ま

す
。

　
接
種
予
約
で
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
や
問
題
点
は
な
か

っ
た
の
か
、
予
約
方
法
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
か
伺

い
ま
す
。

③
２
回
目
の
接
種
前
に
感

染
し
た
事
例
が
出
て
お
り
、

２
回
目
の
接
種
ま
で
予
防

対
策
を
継
続
す
る
よ
う
注

意
喚
起
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
が
、
対
応
を

検
討
す
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長

①
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
６
月
９
日
現
在
、

１
回
目
接
種
済
み
の
方
が

７
０
０
人
、
摂
取
率
が

43
・
０
％
、
２
回
目
接
種

済
み
の
方
が
15
・
４
％
で

す
。

　
高
野
病
院
で
は
、
入
院

者
72
人
の
う
ち
12
人
の
方

が
１
回
目
の
接
種
を
受
け
、

医
療
従
事
者
１
０
０
人
は

２
回
目
接
種
が
完
了
し
て

い
ま
す
。

　
馬
場
医
院
で
は
、
医
療

従
事
者
12
人
の
１
回
目
接

種
が
行
わ
れ
、
６
月
に
２

回
目
接
種
完
了
予
定
で
す
。

　
花
ぶ
さ
苑
で
は
、
６
月

12
日
に
入
所
者
28
人
の
１

回
目
、
７
月
３
日
に
２
回

目
の
接
種
を
行
い
、
施
設

職
員
は
29
人
の
う
ち
19
人

が
２
回
目
接
種
を
完
了
し

て
お
り
、
残
り
の
10
人
の

職
員
は
、
６
月
に
２
回
目

接
種
完
了
予
定
で
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
進
捗
状
況
は

町
長
／
高
齢
者
約
半
数
が
１
回
目
接
種

充実に向けた対応は
教育長／タブレット、ＡＩ教材導入

　コロナ禍により、子どもの教育の多くが家庭に委ねられる結果となり、自宅での学習は家庭環
境に大きく依存したため、教育格差が拡大した可能性があると考えますが、子どもたちの学習環
境格差の是正や、個別指導の充実、質の高いオンライン教材の充実への対応を伺います。

　小・中学校に、１人１台タブレット端末の配備並びに通信ネットワーク環境の再構築に着手し、
オンライン学習体制を整えました。
　学校の臨時休業の際、インターネット環境が無い家庭においては、モバイル用ルーターを無料で
貸し出して、学習環境に格差が生じない対応を行っています。
　さらに、４月からはＡＩ型教材を導入したことで、子どもと先生の教育環境は、充実した個別指
導となり、一人一人の習熟度別に応じたＩＣＴを活用した指導体制となっています。

オンライン教育

遠藤

教育長

②
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
開

始
初
日
と
２
日
目
に
予
約

者
が
集
中
し
、
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
の
電
話
が
繋
が

り
づ
ら
く
な
り
、
電
子
予

約
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
に

時
間
が
か
か
る
事
象
が
発

生
し
ま
し
た
が
、
３
日
目

以
降
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。

　
今
後
、
一
般
の
方
を
対

象
と
し
た
予
約
は
、
電
子

申
請
が
大
部
分
で
あ
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、

予
約
方
法
を
変
更
す
る
必

要
は
な
い
と
判
断
し
て
い

ま
す
。

③
国
、
県
と
情
報
を
共
有
、

接
種
状
況
等
を
精
査
し
、

感
染
予
防
対
策
等
の
必
要

な
情
報
を
広
報
ひ
ろ
の
等

に
よ
り
発
信
し
、
町
民
の

理
解
と
協
力
を
頂
き
、
迅

速
且
つ
確
実
な
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
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一

般

質

問

門
も ん ま

馬まりえ議員

門
馬

　
第
２
期
復
興
・
創
生
期

間
と
な
る
新
た
な
10
年
に

向
け
て
、
生
活
再
建
を
念

頭
し
た
安
心
・
安
全
な
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
い
ま
す
。

　
町
長
の
任
期
が
目
前
に

迫
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日

ま
で
の
町
政
の
方
針
を
継

続
し
、
再
度
立
候
補
の
意

志
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

門
馬

①
広
野
町
高
齢
者
福
祉
計

画
・
第
７
期
介
護
保
険
事

業
計
画
は
昨
年
度
が
最
終

年
度
で
し
た
が
、
利
用
者

本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
社
会
福
祉
協

議
会
の
機
能
強
化
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
さ
れ
た
か
伺
い
ま
す
。

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
広
桜
荘
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
れ
た
か
伺

い
ま
す
。

③
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
に
お
け
る
介
護
・
福

祉
・
保
健
・
医
療
な
ど
の

相
談
窓
口
で
あ
り
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中

核
と
な
る
機
関
で
す
。

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
最
後
ま
で
い
き
い

き
と
助
け
合
っ
て
暮
ら
せ

る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い

て
話
し
合
う
協
議
体
の
立

ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
く

町
長

①
全
職
員
を
対
象
と
し

た
月
例
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
等

に
よ
る
事
業
状
況
報
告
会
、

部
門
毎
の
事
業
状
況
検
討

会
、
毎
月
の
介
護
事
業
運

営
会
議
、
相
互
の
情
報
共

有
を
行
い
、
利
用
者
の
処

遇
改
善
や
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
に
向
け
取
り
組
み
、

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
社
会
福
祉
協
議
会
と
広

桜
荘
が
一
体
と
な
っ
て
、

令
和
２
年
度
に
特
殊
浴
槽

町
長

　
第
２
期
復
興
・
創
生
期

間
と
な
る
新
た
な
10
年
を

迎
え
、
町
の
復
興
・
創
生

を
新
た
に
展
望
し
着
実
に

進
展
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
復
興
・
創
生

へ
の
道
の
り
は
、
い
ま
だ

道
半
ば
で
あ
り
、
町
の

復
興
・
創
生
を
成
し
遂

町
長
選
挙

高
齢
者
福
祉

立
候
補
の
意
思
は

町
長
／
熟
慮
し
て
し
か
る
べ
き
時
期
に

機
能
強
化
へ
の
取
り
組
み
は

町
長
／
関
係
機
関
と
連
携
し
強
化

お
よ
び
入
浴
リ
フ
ト
を
更

新
、
令
和
３
年
度
に
マ
ッ

サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
７
台
を
更

新
し
、
今
後
は
広
桜
荘
浴

室
壁
面
等
劣
化
度
調
査
を

実
施
し
、
適
切
な
環
境
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

③
「
広
野
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
」
を
設
置
し
、
地
域
に

お
け
る
介
護
保
険
以
外
の

サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
の
形

成
、
助
け
合
う
仕
組
み
作

り
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
り
ま
す
。

④
定
員
40
床
に
28
人
が
入

所
し
、
職
員
29
人
体
制
で
、

施
設
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
震
災
以
前
か
ら
今
日
ま

で
の
取
り
組
み
を
引
き
続

き
、
圏
域
に
お
け
る
ニ
ー

ズ
、
介
護
基
盤
、
待
機
者

数
の
状
況
を
精
査
し
、
県

と
の
情
報
共
有
、
協
議
を

行
い
、
指
定
管
理
者
制
度

に
お
け
る
適
切
な
収
支
バ

ラ
ン
ス
に
よ
る
健
全
な
運

営
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

げ
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
町

長
選
へ
の
立
候
補
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
伺
い
、
熟
慮
し

て
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

町
民
の
皆
さ
ま
へ
意
思
表

示
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

広野町特別養護老人ホーム花ぶさ苑

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ

て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

④
広
野
町
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑
は
、
本

年
４
月
よ
り
公
設
民
営
に

よ
り
事
業
継
承
し
て
い
ま

す
が
、
花
ぶ
さ
苑
の
現
状

と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。



13 12

一

般

質

問

北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
や

運
転
免
許
証
返
納
者
な
ど

公
共
交
通
や
他
者
の
協
力

無
く
し
て
は
外
出
で
き
な

い
方
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
一
部
を
助
成
し
、

買
い
物
や
通
院
等
日
常
生

活
の
利
便
性
の
向
上
と
外

出
時
に
お
け
る
経
済
的
、

精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本

年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

助
成
事
業
に
つ
い
て
、
利

用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
発
電
は
、

石
炭
を
ガ
ス
化
し
複
合
発

電
設
備
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
従
来
型
石

炭
火
力
よ
り
も
高
効
率
で

発
電
で
き
る
発
電
所
で
、

広
野
火
力
発
電
所
構
内
に

お
い
て
、
平
成
29
年
よ
り

工
事
に
着
手
し
、
令
和
３

年
３
月
よ
り
試
運
転
を
開

始
し
９
月
の
本
格
稼
働
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
災
害
時
に
お

け
る
（
株
）
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と

広
野
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合

同
会
社
の
連
絡
体
制
と
町

に
対
す
る
連
絡
体
系
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

北
郷

北
郷

町
長

　
75
歳
以
上
の
高
齢
の
方
、

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者

等
を
対
象
と
し
、
合
計
で

８
５
０
人
の
方
が
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
内
で
の
利
用
に
お
い

て
、
１
枚
５
０
０
円
券
の

タ
ク
シ
ー
券
を
最
大
１
人

24
枚
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
６
月
１
日
現
在
１
０
７

人
の
申
請
が
あ
り
、
２
５

６
８
枚
の
タ
ク
シ
ー
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
現
在
１
５
１

枚
、
７
万
５
５
０
０
円
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

町
長

　
平
成
29
年
２
月
１
日
、

(

株)

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
と
広
野
Ｉ

Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合
同
会
社

の
両
発
電
所
は
構
内
の
連

絡
体
制
に
つ
い
て
、
相
互

連
携
・
協
力
基
本
協
定
の

締
結
に
よ
り
、
災
害
発
生

時
の
通
報
連
絡
体
制
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
発
電
所
構
内
に
お
い
て

火
災
、
人
身
災
害
等
の
事

象
が
発
生
し
た
場
合
、
予

防
規
定
及
び
防
災
規
定
に

基
づ
き
、
両
発
電
所
か
ら

町
に
情
報
が
入
り
ま
す
。

　
令
和
２
年
８
月
、
広
野

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
パ
ワ
ー
合
同
会

社
が
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
災
害
防
止
法
に
基
づ
く

特
定
事
業
所
と
し
て
県
か

ら
指
定
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
出
火
、
爆
発
、
石

油
等
の
漏
洩
等
の
異
常
現

象
等
が
あ
っ
た
場
合
、
福

島
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

等
防
災
計
画
に
基
づ
き
、

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏

タ
ク
シ
ー

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

助
成
事
業
の
利
用
状
況
は

町
長
／
１
０
７
人
に
２
５
０
０
枚
発
行

災
害
時
の
連
絡
体
制
は

町
長
／
協
定
に
よ
り
連
絡
体
制
確
立

広野ＩＧＣＣ

組
合
消
防
本
部
を
通
し
、

町
に
情
報
が
入
り
ま
す
。
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畑
はたなか

中 大
ひ ろ こ

子 議員

畑
中

　
５
月
16
日
に
住
民
説
明

会
が
行
わ
れ
た
（
株
）
五

大
と
草
野
建
設
（
株
）
の

土
砂
搬
入
計
画
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
の
お
知
ら
せ

は
第
４
行
政
区
だ
け
に
行

わ
れ
た
よ
う
で
す
が
第
３

行
政
区
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

　
ま
た
、
こ
の
現
場
か
ら

出
る
水
が
折
木
川
に
流

れ
、
周
辺
に
影
響
が
な
い

か
、
住
民
が
心
配
し
て
お

り
、
町
も
工
事
の
状
況
を

把
握
す
べ
き
で
は
な
い
で

す
か
。

　
町
は
住
民
に
対
し
て
説

明
は
し
な
い
の
で
す
か
。

畑
中

　
学
校
給
食
に
関
し
て
、

(

株)

広
野
町
振
興
公
社
の

管
轄
は
ど
こ
ま
で
で
す
か
。

　
給
食
調
理
場
に
、
配
管

が
床
の
上
に
出
て
い
る
場

所
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

調
査
し
て
改
善
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

畑
中

　
福
島
第
一
原
発
事
故
の

現
場
で
溜
ま
り
続
け
る
汚

染
水
を
海
洋
放
出
す
る
と

政
府
が
決
定
し
ま
し
た
が
、

県
民
は
簡
単
に
は
認
め
ら

れ
な
い
状
況
で
す
。

　
漁
業
者
や
農
林
業
、
生

協
連
等
４
団
体
の
反
対
表

明
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
、
伺
い
ま
す
。

　
ま
た
、
海
洋
放
出
は
、

自
然
に
も
、
人
間
に
も
や

さ
し
く
な
い
方
法
だ
と
思

い
ま
す
が
、
海
洋
放
出
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

土
砂
搬
入

給
食
調
理
場

汚
染
水

町
が
町
民
に
説
明
す
べ
き
で
は

町
長
／
必
要
が
あ
れ
ば
県
と
共
に
説
明

配
管
の
改
善
を

教
育
長
／
改
善
し
安
全
対
策
に
取
り
組
む

反
対
意
見
に
つ
い
て
の
考
え
は

町
長
／
国
が
万
全
な
対
策
を
取
る
べ
き

町
長

　
県
が
募
集
し
て
い
る
公

共
工
事
建
設
発
生
土
の
有

償
民
間
受
入
地
に
（
株
）

五
大
と
草
野
建
設
（
株
）

が
登
録
申
請
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　
県
の
指
導
の
も
と
事
業

が
適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
町
民
へ
の
説

明
が
必
要
と
な
っ
た
場
合

に
は
、
発
注
者
で
あ
る
県

と
共
に
説
明
会
を
行
な
い

ま
す
。

　
土
砂
を
運
搬
す
る
車
両

が
第
３
行
政
区
内
を
通
過

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
県
の

指
導
の
も
と
事
業
者
に
説

明
す
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。

　
排
水
先
の
折
木
川
へ
汚

濁
水
が
流
れ
込
ま
な
い
よ

う
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
に
要
請
す
る
と
共
に
、

水
質
汚
濁
状
況
の
情
報
を

共
有
し
、
現
場
を
監
視
し

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

　(

株)

広
野
町
振
興
公
社

へ
の
委
託
業
務
は
、
調
理

業
務
、
給
食
配
送
業
務
及

び
衛
生
管
理
業
務
で
す
。

　
常
時
、
配
管
が
出
て
い

る
こ
と
は
な
く
、
フ
ラ
イ

ヤ
ー
や
回
転
釜
を
使
用
す

る
際
に
、
一
時
的
に
調
理

台
を
移
動
し
て
使
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
配
管
が
一

部
表
に
出
ま
す
。

　
施
設
、
設
備
及
び
備
品

の
営
繕
計
画
に
お
い
て
配

管
の
改
善
を
行
い
、
安
全

管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。

町
長

　
国
か
ら
の
説
明
が
十
分

に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
理
解

が
得
ら
れ
て
い
な
い
結
果

で
あ
り
、
理
解
を
得
る
た

め
、
国
が
責
任
を
持
っ
て

全
力
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
処
理
水
の
取
り
扱
い
の

実
態
と
安
全
性
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
更
な
る
丁

寧
な
説
明
と
社
会
的
合
意

形
成
の
両
輪
か
ら
、
国
民

の
理
解
を
得
る
た
め
万
全

な
風
評
被
害
対
策
を
講
じ
、

万
が
一
風
評
被
害
が
発
生

し
た
場
合
の
賠
償
な
ど
、

国
が
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。

小学校の給食時間
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小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

①
折
木
東
下
亀
ケ
崎
の
町

道
整
備
に
進
展
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
町
道
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
北
迫
線
、
下
浅
見
川
線

の
経
済
性
に
つ
い
て
具
体

的
に
伺
い
ま
す
。

③
現
状
の
町
道
は
交
通
安

全
上
問
題
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま

す
。

①
行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
、

高
効
率
化
、
低
コ
ス
ト
化

を
図
る
た
め
組
織
の
統

合
・
廃
止
・
兼
務
体
制
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
税
の
徴
収

猶
予
の
申
請
件
数
と
今
後

の
税
収
見
込
み
、
対
応
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

③
少
子
高
齢
化
の
進
行
、

頻
発
激
甚
化
す
る
自
然
災

害
へ
の
的
確
な
対
応
体
制

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
令
和
３
年
７
月
か
ら
の

４
年
間
、
平
日
毎
日
延
べ

台
数
４
５
０
台
、
総
受
入

量
１
１
８
万
㎥
の
建
設
発

生
土
が
折
木
下
原
地
内
へ

搬
入
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

近
日
中
に
は
登
録
予
定
と

あ
り
ま
し
た
が
、
町
に
相

談
は
あ
り
ま
し
た
か
。

②
防
災
緑
地
の
搬
入
土
量

は
何
万
㎥
で
し
た
か
、
運

搬
車
両
は
何
台
で
し
た
か
。

③
町
は
こ
れ
ま
で
地
元
合

意
が
前
提
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
実
施
事
業
者

は
聞
い
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
が
ど
う
さ
れ
ま

す
か
。

小
磯

小
磯

小
磯

町
長

①
町
道
高
倉
・
亀
ケ
崎
線

は
平
成
18
年
度
ま
で
に
１

４
６
１
ｍ
の
歩
道
を
設
置

し
ま
し
た
。

町
長

①
課
内
で
の
兼
務
辞
令
を

発
令
し
、
職
員
負
担
の
平

準
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

②
令
和
２
年
２
月
１
日
か

ら
令
和
３
年
２
月
１
日
ま

で
に
納
期
限
が
到
来
す
る

町
税
の
徴
収
猶
予
申
請
件

数
は
10
件
で
す
。

町
長

①
１
月
21
日
に
大
量
の
土

砂
を
搬
入
す
る
た
め
の
住

民
説
明
会
に
つ
い
て
相
談

が
あ
り
、
地
域
住
民
へ
の

説
明
と
理
解
を
得
て
か
ら

事
業
に
着
手
す
る
よ
う
に

要
請
し
ま
し
た
。

②
防
災
緑
地
等
の
搬
入
土

量
は
総
量
62
万
㎥
、
10
ｔ

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
で
換
算

し
約
11
万
７
０
０
０
台
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
令
和
３
年
３
月
に
福
島

県
土
木
部
長
に
対
し
、
前

第
４
行
政
区
長
と
緊
急
要

望
書
を
提
出
し
、
地
元
調

整
・
同
意
を
得
た
書
類
の

添
付
を
義
務
付
け
る
こ
と

を
要
請
し
ま
し
た
。

　
事
業
者
に
対
し
周
辺
住

民
へ
の
説
明
と
地
元
調

整
・
同
意
を
得
て
か
ら
事

業
に
着
手
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
ま
す
。

町
道
整
備

行
政
組
織

折
木
の
町
道
に
歩
道
を

町
長
／
用
地
協
力
得
ら
れ
て
い
な
い

効
率
化
の
取
り
組
み
は

町
長
／
適
切
に
対
応
し
て
い
る

町
に
相
談
は
あ
っ
た
か

町
長
／
相
談
受
け
理
解
得
る
よ
う
要
請

土砂搬入

　
現
時
点
で
の
徴
収
猶
予

は
、
収
納
、
減
免
に
よ
り

４
件
、
約
２
５
０
万
円
で

す
。

　
徴
収
猶
予
期
間
内
の
納

税
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

催
告
、
滞
納
処
分
を
行
い

ま
す
。

③
住
民
の
と
る
べ
き
避
難

行
動
の
理
解
と
避
難
行
動

の
確
立
を
図
り
、
避
難
に

際
し
配
慮
が
必
要
な
方
に

は
、
消
防
団
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
等
の

取
り
組
み
に
よ
り
的
確
に

対
応
し
ま
す
。

　
避
難
所
開
設
・
運
営
訓

練
を
踏
ま
え
、
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
り
、
瞬
時

に
安
全
な
避
難
体
制
を
敷

い
て
い
き
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
の
区
間
は
用

地
協
力
が
得
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
　

②
町
道
北
迫
線
は
50
戸
以

上
の
主
要
集
落
間
を
連
絡

す
る
道
路
で
、
国
道
６
号

と
県
道
い
わ
き
浪
江
線
を

結
ぶ
重
要
な
幹
線
道
路
で

す
。

　
町
道
下
浅
見
川
線
は
25

戸
以
上
の
集
落
を
連
絡
す

る
道
路
で
、
県
道
広
野
停

車
場
と
県
道
広
野
小
高
線

を
結
ぶ
幹
線
道
路
で
す
。

③
幹
線
道
路
以
外
で
幅
員

が
部
分
的
に
狭
い
未
改
良

道
路
や
、
児
童
生
徒
が
通

う
通
学
路
で
歩
行
者
の
安

全
確
保
の
た
め
に
歩
道
の

整
備
が
必
要
な
箇
所
に
は

計
画
的
な
歩
道
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

こんな質問もこんな質問も
しましたしました

災害時の初動対応
災害発生時に町民に
メッセージ送信を

町長/
緊急速報メールを送信
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渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員

渡
邉

①
災
害
発
生
時
に
お
け
る
、

対
応
の
た
め
の
行
動
規
範

の
手
順
書
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
で
す
が
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②
町
内
に
は
数
多
く
の
た

め
池
が
あ
り
ま
す
が
、
事

故
防
止
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
伺
い

ま
す
。

③
災
害
対
応
を
踏
ま
え
た

道
路
行
政
は
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
伺
い
ま

す
。

渡
邉

①
二
ツ
沼
総
合
公
園
へ
の

来
客
増
加
策
、
お
よ
び
公

園
内
施
設
を
利
用
し
た
利

益
拡
大
に
向
け
た
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

②(

株)

広
野
町
振
興
公
社

の
事
業
現
況
と
、
今
後
の

展
望
は
出
資
者
と
し
て
町

は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
を
持

っ
て
臨
む
の
か
伺
い
ま
す
。

災
害
対
応

二
ツ
沼
公
園

避
難
行
動
の
手
順
書
充
実
を

町
長
／
河
川
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

来
客
増
加
へ
の
取
り
組
み
は

町
長
／
イ
ベ
ン
ト
通
し
て
Ｐ
Ｒ
す
る

町
長

①
総
合
的
な
防
災
マ
ッ
プ

を
令
和
２
年
３
月
に
作
成

し
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　
災
害
に
対
す
る
防
災
・

減
災
の
行
動
規
範
の
手
順

書
と
し
て
、
河
川
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
に

取
り
組
み
ま
す
。

②
県
は
、
町
内
に
あ
る
た

め
池
14
カ
所
を
防
災
重
点

農
業
用
た
め
池
と
し
て
指

定
し
ま
し
た
。

　
町
は
、
令
和
２
年
度
に
、

西
の
沢
た
め
池
、
関
の
上

た
め
池
、
小
松
た
め
池
、

本
沢
た
め
池
の
４
カ
所
の

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結

果
、
問
題
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　
残
る
10
カ
所
に
つ
い
て

耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

町
長

①
二
ツ
沼
総
合
公
園
の
新

た
な
魅
力
の
創
出
を
図
る

べ
く
、
広
野
産
バ
ナ
ナ
や
、

ふ
た
ば
未
来
学
園
の
高
校

生
と
６
次
化
商
品
の
開
発

な
ど
、
魅
力
を
効
果
的
に

組
み
合
わ
せ
、
Ｐ
Ｒ
活
動

を
積
極
的
に
行
い
、
来
場

者
の
増
加
・
利
益
拡
大
を

追
求
し
て
い
き
ま
す
。

②
広
大
な
芝
生
広
場
と
大

型
遊
具
は
、
家
族
連
れ
の

憩
い
の
場
と
な
っ
て
お
り
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
町
内

③
生
活
道
路
の
未
改
良
区

間
の
解
消
も
進
め
、
緊
急

時
の
対
応
が
図
れ
る
よ
う

に
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
道
路
整
備
計
画
、
災
害

対
応
を
踏
ま
え
て
、
生
活

を
守
る
た
め
の
道
路
整
備

を
、
第
２
期
復
興
・
創
生

期
間
の
新
た
な
10
年
の
な

か
で
計
画
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

外
か
ら
年
間
約
３
万
人
の

利
用
者
が
あ
り
ま
す
。

　
広
野
産
バ
ナ
ナ
事
業
に

お
け
る
生
産
基
盤
の
強
化

や
国
産
コ
ー
ヒ
ー
の
試
験

栽
培
に
着
手
し
、
健
全
な

経
営
体
制
を
構
築
し
、
暖

房
費
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
図
る
た
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
町
と
東
京
大
学
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
の

共
同
事
業
な
ど
、
町
は

(

株)

広
野
町
振
興
公
社
と

町
勢
進
展
の
た
め
協
働
で

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広野産バナナ
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　10月12日に第５回臨時会を、11月16日に第６回臨時会を開きました。

　第５回臨時会では２件の工事請負契約を全会一致で可決しました。

　第６回臨時会では、PCR検査費用助成にかかる一般会計補正予算と４件の議

案を全会一致で可決しました。

 阿
あ べ

部 憲
けんいち

一 議員

　役場から避難者への郵送物は町内の住所に送られるようになっており、しばしば役
場に返送されますが、役場からは連絡もなく、トラブルが発生。

　善処されていますか。

平成29年７月から行政通知は、原則として住民票の住所に送付しています。
　 長期入院などの理由で、本人に代わって親族などが通知を受け取る必要が認められた
場合は、広野町行政サービスに係る送付先変更申請書により対応しています。

郵送物

避難者への対応は
町長／原則は住民票の住所

①
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
癌
で
死
ん
で

も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
な

ら
ば
新
型
コ
ロ
ナ
を
死
因

と
す
る
よ
う
勧
告
。
厚
労

省
も
全
国
に
通
達
。
医
療

機
関
も
補
助
金
を
受
け
る

た
め
に
追
従
し
、
数
字
が

水
増
さ
れ
て
い
ま
す
。
実

際
の
死
者
数
は
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ

等
を
使
用
し
て
亡
く
な
っ

た
人
数
な
ど
か
ら
千
人
ほ

ど
で
は
。
対
し
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
死
は
毎
年
３
千

人
。
ま
た
今
年
１
月
22
日

ま
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
Ｃ
Ｔ

値
を
42
以
上
に
し
て
い
た

た
め
、
感
染
者
数
も
水
増

し
。
世
界
５
大
医
学
雑
誌

は
新
型
コ
ロ
ナ
の
悪
性
度

は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り

も
低
い
と
す
る
。
町
長
に

は
以
上
の
認
識
は
あ
り
ま

す
か
。

②
当
町
で
使
用
す
る
フ
ァ

イ
ザ
ー
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク

チ
ン
は
同
社
の
元
副
社
長

や
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
ら

が
接
種
に
反
対
。
生
体
実

験
の
猫
は
２
年
後
に
は
全

匹
が
死
亡
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー

阿
部

町
長

①
国
、
県
の
指
導
の
下
、

市
町
村
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
等
に
関
す
る
特

別
措
置
法
に
基
づ
き
、
救

済
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
治
療
薬
に
お
け
る
様
々

な
周
知
等
の
対
応
は
、
国

の
責
務
に
お
い
て
な
さ
れ

て
お
り
、
町
は
町
民
の
問

い
合
わ
せ
等
に
適
切
に
対

応
し
ま
す
。

④
時
差
出
勤
並
び
に
分
散

職
場
の
対
応
を
実
施
し
て
、

感
染
症
予
防
お
よ
び
感
染

リ
ス
ク
の
軽
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

健
康
被
害
を
防
止
す
る
責
任
は

町
長
／
国
の
救
済
制
度
が
適
用

コロナワクチン

で
は
12
・
４
万
人
が
接
種

し
て
７
８
３
人
が
因
果
関

係
あ
り
で
死
亡
。
町
に
は

町
民
の
健
康
被
害
を
防
止

す
る
責
任
が
あ
る
が
、
町

の
法
的
・
道
義
的
責
任
は
。

③
イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
治

療
薬
で
、
世
界
で
の
臨
床

投
与
で
軽
症
化
78
％
、
予

防
85
％
、
死
亡
率
74
％
改

善
。
厚
労
省
は
駆
虫
以
外

で
の
使
用
を
承
認
し
、
保

険
適
用
。
高
齢
者
は
コ
ロ

ナ
恐
怖
症
に
陥
っ
て
お
り
、

町
は
こ
れ
を
整
備
す
る
べ

き
で
は
。

④
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
も

高
齢
者
や
特
定
の
基
礎

疾
患
の
あ
る
人
は
重
篤
化
、

死
亡
。
感
染
経
路
は
一
番

に
家
庭
。
そ
う
し
た
身
内

が
い
る
町
の
職
員
に
は
特

段
の
措
置
が
必
要
で
は
。

放
出
を
許
す
の
か

町
長
／
国
が
万
全
な
対
策
を
取
る
べ
き

　
複
合
汚
染
・
多
重
被
曝

の
環
境
に
暮
ら
す
町
民
に

対
し
て
汚
染
水
の
放
出
に

よ
る
長
期
の
吸
引
被
曝
・

経
皮
吸
収
を
加
え
る
こ
と

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
長
期

保
管
に
は
貯
水
効
率
の
高

い
大
型
タ
ン
ク
へ
の
移
し

替
え
、
石
油
備
蓄
基
地
の

よ
う
な
整
備
な
ど
様
々
あ

り
ま
す
。
町
長
は
具
体
的

に
何
を
す
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
か
。

　
国
は
、
国
民
の
理
解
を

得
る
た
め
万
全
な
風
評
被

害
対
策
を
講
じ
、
万
が
一

風
評
被
害
が
発
生
し
た
場

合
に
は
賠
償
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
全
力

で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

汚
染
水

阿部

町長

阿
部

町
長
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　黒田政徳議員の発議を可決し、広野町議会における基本条例の必要性、

制定する場合は内容等を調査するための特別委員会を設置しました。

　委員には議長を除く９人全員が指名され、委員の互選により、委員長

には小磯 利雄 議員、副委員長には黒田 政徳 議員を選出しました。

第３回臨時会第３回臨時会

第
５
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

　10月12日に第５回臨時会を、11月16日に第６回臨時会を開きました。

　第５回臨時会では２件の工事請負契約を全会一致で可決しました。

　第６回臨時会では、PCR検査費用助成にかかる一般会計補正予算と４件の議

案を全会一致で可決しました。

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 1344万円 55億4627万円

広野町新型コロナウイルス対策

中小企業者等支援事業補助金　1344万円

未来のかけ橋エレベーター設置工事
　すべての人の円滑で安全な移動と、駅周辺の一体

的な復興を図るため、跨線橋の両脚にエレベーター

を整備します。

工事の名称　　未来のかけ橋エレベーター設置工事

工事の場所　　下浅見川字柳町地内

工　　　期　　着工　令和３年４月22日

　　　　　　　完成　令和４年３月22日

工事請負代金　１億3970万円

請　負　者　　仙建工業株式会社福島支店

　４月21日に第３回臨時会を開きました。
　未来のかけ橋エレベーター設置工事の契約を可決
し、また、広野町税条例等の一部を改正する条例の
専決処分を承認しました。

　
５
月
27
日
に
第
４
回
臨

時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
県
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
に
全
域
で
緊
急
特
別

対
策
等
を
実
施
し
て
い
る

中
で
、
売
り
上
げ
が
落
ち

て
い
る
中
小
企
業
者
等
の

事
業
継
続
を
支
援
す
る
た

め
、
家
賃
等
の
支
払
い
に

対
す
る
臨
時
的
な
補
助
金

を
交
付
す
る
費
用
を
計
上

し
た
補
正
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　
６
月
25
日
に
第
５
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
は
討
論
の
末
、
不
同
意
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
の
発
議
が
可
決
さ
れ
、
議
会
基
本
条
例
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回

第
４
回

　
臨
時
会

　
臨
時
会

　
　
　
使
命
感
あ
り
、
推
薦
も
受
け
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　 

渡
邉 

正
俊 

議
員

　
選
考
さ
れ
た
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
農
業
を

リ
ー
ド
す
る
べ
く
、
ま
た
、
そ
れ
が
で
き
る
方
々

で
あ
る
と
推
薦
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と

を
望
ん
で
賛
成
し
ま
す
。

賛成
　
　
　
ふ
さ
わ
し
く
な
い
方
が
含
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　 

門
馬 

　
巧 

議
員

　
３
年
前
に
同
意
し
た
あ
る
方
に
つ
い
て
、
非
常

に
批
判
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
方
は
、
社
会
規
範
に
照
ら
し
て
ふ
さ
わ
し

く
な
く
、
公
職
に
就
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の

で
反
対
し
ま
す
。

反対 討
論
の
末

　
　
　
　

農
業
委
員
の
任
命
は
不
同
意

賛
成
４
反
対
５

広野町議会基本条例に関する調査特別委員会特別委員会設置
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審

議

結

果

議案等の審議結果会議等出欠状況
〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和３年４月　第３回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛
　   

　
成

反
　   

　
対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤
　 
浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田
　
政
徳

議案第36号
専決処分の報告及びその承認について
（広野町税条例等の一部を改正する条例）

4/21 10 9 9 0
原案
承認

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第37号
工事請負契約の締結について
（未来のかけ橋エレベーター設置工事）

4/21 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年５月　第４回臨時会

議案第38号
令和３年度広野町一般会計補正予算
(第１号)

5/27 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年６月　第２回定例会

議案第39号
広野町議会議員及び広野町長の選挙に
おける選挙運動の公費負担に関する条
例の制定について

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第40号
広野町子どもの権利条例の制定につい
て

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第41号
広野町税特別措置条例の一部を改正す
る条例

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第42号
広野町復興産業集積区域における町税
の特例に関する条例の一部を改正する
条例

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第43号
広野町手数料徴収条例の一部を改正す
る条例

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第44号
広野町国民健康保険税条例の一部を改
正する条例

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第45号

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り収入が減少した被保険者等に対する
国民健康保険税等の減免に関する条例
の一部を改正する条例

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第46号
工事請負契約の締結について
（東町仮置場原形復旧工事）

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第47号
工事請負契約の締結について
（折木地区土砂採取区域災害対策工事）

6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第48号
令和３年度広野町一般会計補正予算
（第２号）

6/11 10 9 8 1
原案
可決

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第49号
～ 52号

令和３年度各４特別会計補正予算 6/11 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第３号
トリチウム他の放射性核種を含む汚染
水の海洋放出方針の決定に強く抗議し
決定の撤回を求める意見書

6/11 10 9 2 7 否決 〇 × × 議 × 〇 × × × ×

令和３年６月　第５回臨時会

議案第53号
広野町農業委員会委員の任命に関する
同意を求めることについて

6/25 10 9 4 5 不同意 × ○ ○ 議 ○ × × × ○ ×

発議第４号
広野町議会基本条例に関する調査特別
委員会の設置について

6/25 10 9 9 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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出

欠

状

況

議案等の審議結果会議等出欠状況

令和３年４月１日～６月30日
〇：出席　×：欠席　△：遅刻、早退　－：員外　弔：弔事　研：研修　公：公務　病：病気等

月 日
曜
　
日

開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部
　
憲
一

北
郷
　
伯
弘

遠
藤
　
　
浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　
　
巧

渡
邉
　
正
俊

黒
田
　
政
徳

出席回数（回） 10 11 9 13 7 12 11 10 11 10

会議回数（回） 12 12 9 13 9 12 12 10 12 10

4 6 火 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

4 13 火 広報委員会 〇 - - - - - - - 〇 -

4 21 水 令和３年第３回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

5 13 木 総務文教常任委員会 - - - 〇 〇 〇 - - 〇 〇

5 14 金 産業厚生常任委員会 病 〇 〇 〇 - - 弔 〇 - -

5 27 木 第４回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 2 水 議会運営委員会 - 〇 - 〇 - 〇 〇 〇 - 〇

6 10 木 令和３年第２回定例会(１日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 11 金 令和３年第２回定例会(２日目) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 21 月 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 23 水 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

6 24 木 福島第一原子力発電所視察 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇

6 25 金 令和３年第５回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

6 30 水 広野ＩＧＣＣ視察 〇 〇 〇 〇 病 〇 〇 〇 〇 〇

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、行政視察の受け入れを見合わせています。

 

 次回の定例会は９月です

　議場傍聴席入口にある受付簿に住所・氏名を

ご記入いただくだけで、議会を傍聴できます。

　また、定例会の録画映像をインターネット

でも配信しています。広野町ホームページま

たは、右のＱＲコードからアクセスできます

ので、ぜひご視聴ください。

広野町ホームページ

https://www.town.hirono.fukushima.jp/
議会映像ホームページ

http://hirono.k-quick.net/

議会の様子を見てみませんか？

　議会の議長や、各委員長から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村会が主催する

会議にも出席しています。
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広
野
町
議
会
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福
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双
葉
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編
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／
広
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広
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会
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０
２
４
０

－

27

－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

接
種
を
終
え
て
思
う
こ
と
は
？

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

編

　
集

　
後

　
記

次
の
定
例
会
は
9
月
で
す

　
本
町
を
襲
っ
た
東
日
本

大
震
災
・
原
子
力
発
電
所

事
故
か
ら
十
年
経
過
、
こ

の
間
、
令
和
元
年
東
日
本

台
風
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
、
2
月
13
日

の
地
震
等
、
度
重
な
る
複

合
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
お

り
、
議
会
と
し
て
、
復
興

や
生
活
再
建
に
向
け
、
各

課
題
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
各
国

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
開
発
よ
り
、
本

町
で
も
接
種
が
進
み
感
染

リ
ス
ク
は
徐
々
に
収
ま
る

こ
と
を
期
待
、
私
た
ち
に

は
「
不
要
不
急
の
外
出
や

三
密
回
避
」
に
出
来
る
だ

け
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
経
済
、
生
活
を
、
延
期

　
高
齢
者
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
現
在
で

は
一
般
の
方
の
接
種
予
約
及
び
接
種
が
開
始
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
２
回
目
の
接
種
を
終
え
た
町
民
の
方
に
、
接
種

を
終
え
て
思
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

佐藤 順子さん
（上北迫）

坂本 紀一さん
（折木）

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
二
回

を
終
了
し
て
何
の
副
反
応
も
な

く
日
々
を
送
る
こ
と
が
出
来

ホ
ッ
と
し
て
い
る
が
、
ま
た
広

野
で
陽
性
の
方
が
出
た
と
の
こ

と
で
ま
だ
ま
だ
気
を
許
せ
な
い

そ
ん
な
心
境
で
す
。

　
電
話
で
の
申
し
込
み
も
直
ぐ

に
つ
な
が
っ
た
が
、
で
き
れ
ば

初
回
の
時
に
二
回
目
の
予
約
が

で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　
今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関

し
て
は
関
係
の
方
々
大
変
ご
苦

労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
日
、
全
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

り
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
中
、
我
が
町
で

も
10
人
の
感
染
者
が
出
て
い
る
。

　
滞
り
な
く
手
続
き
が
出
来
て
、
私
も

６
月
２
日
に
２
回
目
の
接
種
が
終
わ
り

安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
年
代
別
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
め
ば
お
盆
過
ぎ
に
は
落
ち
つ
い
て

来
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
歴
史
を
見
る
と
戦
前
、
肺
結
核
感
染

症
が
流
行
し
て
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
い
つ
か
は
必
ず
終
息
す
る
が
、
一
日

も
早
く
克
服
し
、
健
康
で
明
る
い
日
々

が
送
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議
　
　
長
　
北
郷
幹
夫

広
報
委
員
会

委

員

長  

阿
部
憲
一

副
委
員
長
　
渡
邉
正
俊

委
　
　
員
　
小
磯
利
雄

委
　
　
員
　
畑
中
大
子

委
　
　
員
　
北
郷
伯
弘

さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
成

功
よ
り
再
生
の
起
爆
剤
に

な
る
と
期
待
し
て
お
り
ま

す
。 

(

小
磯
　
利
雄)町の花　ヤマユリ


